


























































































































































































































































































































































































パターン１ ① ②③ ④⑤
パターン２ ①② ②③④⑤ ④⑤
を設定して深めていきたい。
図３鹿児島大学附属中学校の本校における学びのプロセス
具体的には、図４のような「話し合いの約束」というシートを用いて、全員に配布して活用している。その
理由は、これまでの研究で行ってきた知的コミュニケーションを視覚化し具体的に教育方法について検討がで
きるからである。さらに、チームリーダーに対して目的や条件について確認し、解決へ向かって練り上げてい
く視点とプロセスを明確にさせることで、具体的な学びのプロセスを様々な教育活動の場面において繰り返し
行わせることによるチームのコミュニケーションスキルの向上が見込まれる。
ＯＯさんの意見に付け足して.～したらいいと思います。
～だけでなく､～すればよいのではないでしょうか。
自信がない
質問的に尋ねる。
|話し合い活動での発言の基本’
|学びのプロセス’
～だと思うのですが､どうですか？
○○さんの意見は､～ということと同じですかワ
他のメンバーの発言の
中から抜粋･引用する。
その意見を建設的に推
測し肯定する。
意見を組み合わせたり､言
い換えたりして発言する。
I話し合いの目的’
賛成
理由を言う｡
～に賛成です｡それは～だからです｡
違う意見
まず相手を認め､催を漁ぺる‘
~の考えは分かりますが､私は～ではないかと思います。
～と思う人もいるのではないかと思います”
先に結論
理由･根拠を付け足す。
私は､～と思います｡理由は､～だからです。
付け足し･修正
理由を述べる。
久保IⅡ治助・土屋雅宏・帖佐尚人：特別活動における主体的・対話的な深い学びのための指導方法と評価に関する研究３３
さらに、話し合いの方法については、話し合いの内容やプロセスに応じて、その方法を意似I的に選択させて
いる（表６参照)。
わからないこと
遠慮しないで尋ねる。
～のところがわからないので､説明してください。
～のところをもう少し､詳しく話してくれませんが？
相手を見て､うなずきながら､終わりまで黙って‘
要点を考えながら､自分の考えと比較しながら
よく聞く
しかし、実際には授業において可視化しにくい生徒の創造的に考える力や考えようとする態度が発揮されて
いる姿を見るために、先述しているICEモデルを川いた評価をくわえている。そこで、学級活動における創造
的に考える力や考えようとする態度を、以下のようなルーブリックを作成して個々の実践や振り返りにおける
具体的な姿として見取ることにした（表７参照)。
図４：話し合いの約束
表６テーマについて自己の考えや意見をもつための方法
○テーマについて自己の考えや意見をもつための方法
･スケーリング（対象を適切な数値に置き換えて表す｡）
･リストアップ（項I1ごとに当てはまることをできるだけ多く箇条:iIIききする｡）
･ウェビング（連想した言葉、関連のある言葉を次々につなげて図示する｡）
･チェックリスト（質問に○や×、数字、記号などで答える｡）
･グルーピング（与えられた基準、もしくは自分たちで考えた基準によって、いくつかの項目に分類する｡）
○相互に意見交換や質問をし合い、多様な意見などを比較検討するための方法
･ランキング（各白の価値観に基づいて話し合い、グループとして順位を決める。正解はなくてもよい｡）
･ロールプレイ（ある設定の基で、ある役割を減じたり、役者の陰の声として話してみたりする。ロールプ
レイ後にはシェアリングを行う｡）
･グルーピング（与えられた基準、もしくは自分たちで考えた基準によって、いくつかの項目に分類する｡）
･ウェビング（連想した言葉、関連のある言葉を次々につなげて図示する｡）
|話し合いの約束’
>問題の莞見･慰鰐>j繍紡法鰯藷し合し>罵決方濫の決定>決めたこ型実診振り返り＞
このプロセスをふまえてよりよい行動をしていくことが学ぶことです。
違いや対立を大切にして､相手の立場で物耶を考えられるようになること。
①「みんなで諾し合って､みんなで決める｣タイプ
学校pﾜ篭租麺や1隷目1膳を話合いよりよい学級や学佼の生活づくりのために行うもの。
２「みんなで賭し合って､自分で決める｣タイプ
人間としての生き方について考え.社会の一員として迩哩な責質耀訪を身に付けるた
めに行うもの。
蝋……ibn1八Ａ
零駕職噛鱒蛇孤塁蚕'‘~.@
話し合いの約束
学び ス
話し 目的
話し合い活動の２つのタイプ
話し合い活肋の進め方 話し合い活動の座席形態
Ex．
ﾗ 麺＞……
職雄私は､ＡとＢいう理由で､Ｃのようにしたらいいと思います。
花子私はAq)意見はさらに言うと､A'.ということかなぁと思うので､ｇ童些かも１
栄夫なるほど！Ｃ"ということは私のDという意見と結び付けるとEというのもある１
凝子そっかぁ｡ということはＣ､剛で､Ｅ"という解決方法にしてみよう！
話し合 言の基本
言う。
‘代冥通 。
根拠を付
Ｉ
??
～だからです。
～
。
,
？
諾
、
建設的｜こ
表７鹿児島大学附属中学校のＩＣＥモデルを用いたルーブリック
どのような基準でものごとを見ているのかが分かりやすくなる、と図５氷山モデルカー ド
いう点である。なお、そのために「氷山モデル」を使用して授業を行い生徒自身により可視化によって、「能動
的」「主体的」に自己評価ができるようにしている（図５参照)。
実際に行った本時の指導と生徒の活動は以下の通りである。
ア題材「自分と友達を大切にした主張ができる方法を考えよう」
イ本時のねらい
ロールプレイや意見交流を通して、話し合い活動を行い、アサーションのポイントを見付け、実際に
表現できる。
ウ腿開
学級活動においては、このように質的な表現によって、創造的に考える力や考えようとする態度について見
取ることにした。つまり、質的に生徒たちの考えやその変化を兇取っていくことによって、生徒たちの「独自
性｣を把握し､適切なフィードバックを行うことで指導と評価の一体化を図ることができると考えた。このルー
ブリックにより、話し合い巾に生徒の思考を把握することによって、教師がどのように支援するかが明確にな
る。
質的に見取ることで、生徒の思考を把握することができ、より具体的な支援策を組み立てることができる。
また、生徒自身がルーブリックによって自己評価することで、話し合いが拡がり、深まっていくこと考えられ
る。
さらに、思考・判断・表現を重視した活発な話し合いを行わせる
ために、生徒の思考を拡大、深化させるという特長をもった「シス
テム思考」に注目した。この「システム思考」を授業設計や話し合
いの思考ツールとして利川させることが有効であると考える。この
｢システム思考」とは、ものごとを一連の要素のつながりとして捉
え､そのつながりの質や相互作川に着目する「ものの見方」である。
問題となる対象をいくつかの構造をもつシステムとして捉えて、問
題解決を図ろうとする考え方も意味している。主に、全体最適化や
複雑な問題解決への手法としても応用されるものである｡本研究は、
この思考ツールとしての「システム思考」を特別活動における問題
に対して応用することで、一而的な見方を避け、安易な解法に頼る
ことなく根本的な問題解決方法を導き出すことになると考えた｡｢シ
ステム思考」を導入する具体的なメリットは３つである。①複雑な
システムを大局的に把握するものの見方を習得できる、②要素のつ
ながりをどのように考えるかが明らかになる、③私たちが無意識に
３４鹿児脇lRl際大学福祉社会学部i諭災第３６巻第４･け
??
<構造〉
どんな仕組みが､働きや動きをつくるのだ
ろうか
つながっていて、互いに影響(えいきよう）し
あっている関係はないか
構造の中で､凪も重要(大切)ばポイントは
どこか､何か Ｆ
?????
Ｉを達成している段階
質的な表現取り扱う内容や課題を
理解し、話し合いの意義を見いだ
し、様々な立場･視点から迩見を述
くる段階。
Cを達成している段階
課題を時間による変化､つながりや
構造として捉えて､取り扱う内容に
おける雌適な解決策を導き出す段
階。
Eを達成している段階
生徒会活動や学校行事等､教科や学
級活動の授業の場から離れて、Ｉ|常
の場而で実践できる段階。
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??
活動の内容 指導上の留意点 めざす生徒の姿
???????
（
（
?
??
???????
４場面を理解し、再現VTRを視聴する。
??．?
(全体）
・身近な学校生活の中から取り上げ、自分の課題
として考えさせる。
今週、当直当番のあなた。今日は下校後に予定があり、早く帰りたい。放課後、当直の仕事を
|急いで行っていたとき、さっききれいに並べたばかりの机に、教室を出ていこうとしているＣさん
|のカバンがあたり、机の位置がずれてしまいました。Ｃさんは般近、放課後に残っていることが多
|く、前にもそういうことがあったのでイライラしてしまいました。その時、あなたはどのように
!伝えますか？
Ｌ●■合｡中中●●申●●●●●●●●●●弓｡~~~＆●一ら---=－－－－●｡●●●●●●｡■■｡■●｡●●｡●●●･二･･･‐‐--.-------◆凸eｻＥＣ･････缶凸■●●b■｡‐･･･②｡③------句一一・ｻ･寺◆･･｡･毎･･や●●●｡｡｡･･②一一・・-----.｡｡■･缶･今･･=･■■･･･....－.
５本時の場面設定におけるアサーティブな表
現（台詞）を考え、ペアで共有する。
(個・ペア）
の‐‐旬■や‐Ｃ●ぞ●●●●午●■●●｡ｅ■●申申●●｡~＝－－－－－－－－－－一一■⑧－－句一一⑧－－一午●●●●■申④●●毎●①－－①－－－‐⑧ｃ‐一一一
け
1自分：「わざとじゃないだろうけど、
;相手：｢あ、ごめんなさい｡」
?????????????????????????
・学級の現状を踏まえた場面を提示し、アサー
ティブな表現を個人で考えさせる。
・生徒にアサーティブな表現のよさを感じとら
せるために、モデリングを行う。
※１－２，※Ⅱ－２（２）
ぶつかってずれた机を元に戻してもらえる？」
Ｉ自分：「ありがとう。気をつけて帰ってね｡」
:､-....-.‐..‐-------‐---.-.-........-.．..．．.‐今.、今一一一一一一一一一一一一.．.．．..__－－－．．．__
６考えた台詞が、本当に自分と相手の気持ち
を大事にした、アサーテイブな表現になって
いるか再考し、練り上げる。
(個・グループ）
７個人で考えた表現でロールプレイを繰り返
??????????。。??????????????????????????
し実践し、互いの表現について感想・アドバ
イスを伝え合う。（グループ）
●合●●●●●ｃＣ●●●●Ｃ‐‐●●缶●中●●●Ｃ●｡｡｡－今ウ‐｡－●●●－由＆｡●－一一－－－－－－＝一一－年一●◆●合古由■●由早二申早旬甲早■
自
?????????。???
0
0
-‐‐・・・・・‐‐－－‐－‐－‐‐‐‐‐．．．．．、昔．．．．．、菅．．．．．＝．．‐．‐‐‐‐‐‐‐‐‐－．－．．．．．．．．．．．．．．．．．‐亭．‐‐‐‐‐‐‐‐』
・自己課題を解決しようとしている表現になっ
ているかを考えさせる。
・目に見えない部分（相手の立場。時間軸で考え
ているか）をシステム思考（氷山モデル）で用い
たVTRで整理させる。
※Ⅱ－２（２）
・相手の気持ちを大事にした上で、自分の気持ち
もしつかり表現することが最重要ポイントであ
ることをおさえる
分：「今、机がずれちゃったんだよね。いつも放課後残ってるけど、何かあるの？」
相手：「実は部活動で友達とケンカをしてしまって｡」
自分
相手
自分
れな
相手
:「そうなんだ。それはつらいね。私に何かできることはある？」
:「ううん◎大丈夫｡」
：「そう。私も今日は怠いでて当直の仕馴早く済ませたいんだ。だから、机を一緒に戻してく
い？」
:「ごめん。気付かなかった。僕が戻すよ｡」
自分：「ありがとう。友達と早く仲直りできるといいね。さようなら｡」ｉ
-.……．……………………･…………………--…………．．……Ｉ……………--…………………・・・‐……………………･……．．……-…：
◎本時の話し合い
の意義を理解し、
進んで活動しよう
としている。
◎他の生徒の意見
を尊重して考え、
自分の意見を適切
に表現している。
◎般亜要ポイント
をおさえている。
◎アサーティブな
やりとりが表現で
きている。
????????
８学んだことを振り返り、実践に向けての意
欲をワークシートに記入する。（個）
９次の時間について予告する。（全体）
．実際に起こっていることの背景で最も大切な
ものIま何かを考えさせ、ワークシートに記入させ
る。
※Ⅱ－２（３）
・主体的な活動を呼びかけ、これからの生活で実
践し、生活記録に貼付するシートに記入していく
ことを伝える。
◎意欲的に実行し
よ』うとしている。
３６鹿児島国際大学福祉社会学部論集第36巻第４号
７．おわりに一成果と課題一
以上、特別活動における「創造的な学び」のための指導の方法と評価について、附属中の研究授業をもとに
検討してきた。研究授業自体としては、①学びのプロセスを意識させ、社会とのつながりを意識させ、自己課
題を設定させる教材の工夫を行うことで目的が明確になり、能動性を発揮する生徒の姿が見られた、②システ
ム思考を用いた手立ての工夫により、思考・判断・表現を重視した活発な話し合い活動に拡がりと深まりが見
られた、といった効果が見られたと言える。しかし、特別活動における評価としては、全国的な授業実践を総
括的に分析する必要あると言える。したがって、地域的特性など多くの検討すべき多角的要因の全体的マトリ
クスを明らかにすることが重要である。
今後の課題としては、ICEモデルを用いた創造的に考える力や態度の評価が、特別活動における評価として
応用できるのかについて検証や、各教科が横断的に「見方・考え方」を総合的に活用できるような、カリキュ
ラムマネジメントと、創造的に考える力や態度を育成するためのプログラムの明確化が挙げられる。
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